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は
じ
め
に �

監
督
も
意
識
し
な
い
「
部
落
排
外
主
義
」

と
い
う
「
同
和
問
題
」
の
存
在  �

隠
蔽
さ
れ
た

「
同
和
行
政
窓
口
一
本
化
」  �

映
画『
私
の
は
な
し
　
部
落
の
は
な
し
』
寸
評

福
岡
県
地
域
人
権
運
動
連
合
会
事
務
局
長
　
植
山
　
光
朗
（
本
部
事
務
局
次
長
）

　

部
落
差
別
を
テ
ー
マ
に
し

た
満
若
勇
咲
監
督
は
35
歳
と

若
く
、
タ
ブ
ー
な
く
自
然
体

で
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
画

を
製
作
し
た
。
彼
は
「
差
別

に
苦
し
む
人
の
力
に
な
り
た

い
と
か
、
部
落
問
題
を
周
知

さ
せ
た
い
と
か
、
の
気
高
い

志
か
ら
製
作
し
た
の
で
は
な

い
」
と
言
う
。

　

映
画
は
「
部
落
差
別
問

題
」
に
ど
う
対
処
す
る
か
と

見
る
側
に
提
起
、
あ
え
て
結

論
を
だ
し
て
い
な
い
。
鑑
賞

者
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考

え
、
行
動
を
起
こ
す
こ
と
を

求
め
て
い
る
。
部
落
解
放
運

動
論
や
政
治
色
を
カ
メ
ラ
の

外
に
置
き
、
満
若
監
督
自
身

の
「
部
落
問
題
に
対
す
る
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
作
り
手

と
し
て
の
義
務
感
」
か
ら
描

き
だ
し
た
も
の
だ
。
彼
は
２

０
０
７
年
に
食
肉
セ
ン
タ
ー

（
屠
場
）
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

映
画
『
に
く
の
ひ
と
』
を
製

作
し
た
が
、
解
放
同
盟
兵
庫

県
連
か
ら
「
部
落
へ
の
差
別

と
偏
見
を
助
長
さ
せ
る
」
と

抗
議
さ
れ
、
劇
場
公
開
を
封

印
し
た
苦
い
経
験
が
あ
る
。

「
部
落
問
題
と
も
う
一
度
向

き
合
わ
な
い
と
映
画
監
督
と

し
て
先
に
す
す
め
な
い
」
と

す
る
信
念
か
ら
こ
の
映
画
を

製
作
し
た
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
あ
る
。

　

こ
の
映
画
は
、
こ
れ
ま
で

の
部
落
問
題
を
扱
っ
た
映
画

に
み
ら
れ
た
「
重
苦
し
い
雰

囲
気
」
は
な
く
、
か
な
り
あ

っ
け
ら
か
ん
に
「
部
落
差

別
」
に
つ
い
て
ホ
ン
ネ
を
語

ら
せ
て
い
る
こ
と
が
新
鮮

だ
。
部
落
問
題
解
決
の
一
定

の
社
会
的
反
映
の
結
果
が
、

満
若
監
督
的
な
存
在
を
う
み

　

い
ま
ま
で
に
な
い
「
部
落

問
題
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
映

画
で
、
語
る
こ
と
が
タ
ブ
ー

だ
っ
た
「
血
筋
・
血
」
の
問

題
と
し
て
差
別
す
る
人
の
意

識
、
差
別
を
ネ
ッ
ト
で
煽
る

示
現
舎
・
宮
部
龍
彦
氏
の
言

い
分
、「
私
た
ち
を
抜
き
に

私
た
ち
の
こ
と
を
決
め
る

な
」
と
主
張
す
る
解
放
同
盟

兵
庫
県
連
役
員
、「
昭
和
の

同
和
行
政
が
部
落
差
別
を
つ

く
っ
た
」
と
述
懐
す
る
三
重

県
の
古
老
、「
部
落
差
別
を

忍
び
・
耐
え
る
の
に
は
体
力

が
い
る
」
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に

考
え
る
青
年
、「
い
ろ
い
ろ

あ
っ
た
が
部
落
で
の
共
同
生

活
は
よ
か
っ
た
」
と
い
う
京

都
の
高
齢
の
女
性
た
ち
な

ど
、
20
人
の
肉
声
を
た
ん
た

ん
と
長
回
し
で
紹
介
し
て
い

る
。
玉
石
混
交
、
見
る
人
の

立
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
受
け
止

め
方
が
違
う
と
い
う
問
題
提

起
型
の
ス
ト
ー
リ
ー
。
カ
メ

ラ
は
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
だ
が
、

基
底
に
「
差
別
す
る
人
・
さ

れ
る
人
」
と
二
項
対
立
の

「
部
落
排
外
主
義
」
が
横
た

わ
っ
て
お
り
、
立
ち
位
置
は

「
や
ん
わ
り
」
と
解
放
同
盟

の
許
容
範
囲
に
置
い
て
い

る
。

　

京
都
、
大
阪
、
三
重
の
老

若
男
女
の
当
事
者
か
ら
「
体

験
談
」

を
部
落
差
別
の

「
今
」
と
昔
か
ら
「
語
ら
」

せ
て
い
る
が
、
選
考
が
解
放

同
盟
関
係
者
に
か
た
よ
っ
て

お
り
、
同
和
問
題
を
解
決
し

た
和
歌
山
や
岡
山
な
ど
の
自

治
体
関
係
者
や
人
権
連
（
全

解
連
）
会
員
か
ら
の
聞
き
取

り
は
皆
無
で
あ
る
。
満
若
監

督
の
同
和
問
題
の
捉
え
方

は
、
解
放
同
盟
の
目
線
と
ほ

ぼ
同
じ
な
の
か
、
そ
れ
と
も

「
解
放
運
動
」
に
対
す
る
遠

慮
な
の
か
。

　

部
落
内
外
の
自
由
な
交
流

と
劣
悪
な
住
環
境
な
ど
の
改

善
、
特
別
扱
い
を
し
な
い
同

和
行
政
と
人
権
教
育
を
す
す

め
た
こ
と
で
部
落
問
題
の
解

決
が
見
通
せ
る
段
階
に
達
し

て
い
る
と
す
る
私
た
ち
人
権

連
の
国
民
融
合
運
動
が
、
こ

の
映
画
で
は
全
く
紹
介
さ
れ

て
い
な
い
の
が
極
め
て
残
念

で
あ
り
、
不
満
が
残
る
。

　

映
画
の
大
枠
の
視
座
は
解

放
同
盟
の
「
許
容
範
囲
」
と

指
摘
し
た
の
は
、「
部
落
民

以
外
は
差
別
意
識
を
持
っ
て

い
る
」
と
す
る
朝
田
理
論
の

部
落
排
外
主
義
が
基
底
を
な

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
満

若
監
督
は
部
落
差
別
の
不
当

性
を
告
発
す
る
手
法
と
し

て
、
高
齢
者
に
数
十
年
前
の

被
差
別
体
験
を
語
ら
せ
、
現

在
の
20
、
30
代
の
若
手
に
は

交
際
や
結
婚
時
に
「
部
落
の

出
自
」
の
存
在
を
指
摘
さ
れ

る
不
安
を
語
ら
せ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
部

落
民
」
と
は
科
学
的
根
拠
の

な
い
政
治
的
・
歴
史
的
フ
イ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、「
部
落

の
出
自
」
は
そ
の
誤
謬
の
延

長
線
上
の
観
念
に
す
ぎ
な

い
。
映
画
は
当
事
者
に
差
別

体
験
や
差
別
へ
の
不
安
・
恐

怖
を
語
ら
せ
る
こ
と
で
、
観

客
に
「
部
落
差
別
意
識
の
普

遍
性
」
を
抵
抗
な
く
刷
り
込

み
、「
ま
だ
、
ま
だ
部
落
差

別
意
識
は
根
強
い
」
と
意
識

さ
せ
て
し
ま
う
。
基
底
に
は

「
部
落
は
差
別
さ
れ
る
側
」

で
「
部
落
外
は
差
別
す
る

側
」
と
い
う
「
部
落
排
外
主

義
」
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
か

つ
て
朝
田
善
之
助
氏
は
「
差

別
と
い
う
社
会
意
識
は
空
気

の
よ
う
に
存
在
、（
部
落
外

住
民
は
）
意
識
す
る
こ
と
な

く
空
気
を
吸
う
よ
う
に
差
別

意
識
を
吸
収
す
る
」
と
す
る

「
朝
田
理
論
」
は
、
解
放
同

盟
の
運
動
理
論
と
な
っ
て
猛

威
を
ふ
る
っ
た
。

　

当
事
者
た
ち
の
差
別
体
験

談
と
い
う
「
語
り
」
は
、
聞

く
側
に
差
別
を
感
情
的
に
認

識
さ
せ
る
常
套
句
だ
っ
た
。

「
解
放
教
育
」
が
猛
威
を
ふ

る
っ
て
い
た
70
年
代
、
80
年

代
ご
ろ
、
同
和
啓
発
は
「
語

り
」
一
辺
倒
で
、「
部
落
の

　

映
画
は
、
部
落
の
劣
悪
な

環
境
格
差
を
行
政
が
放
置
し

て
き
た
こ
と
と
部
落
差
別
を

再
生
産
し
て
き
た
社
会
的
構

造
を
「
オ
ー
ル
・
ロ
マ
ン
ス

事
件
」
の
行
政
闘
争
を
契
機

に
、
国
や
地
方
自
治
体
の
責

任
と
認
め
さ
せ
、
同
和
特
別

対
策
事
業
で
環
境
を
改
善
さ

せ
た
と
京
都
の
崇
仁
地
区
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
同
和
行

政
の
経
過
を
紹
介
す
る
。
部

落
解
放
運
動
の
成
果
、
光
の

部
分
で
も
あ
る
。

　

だ
が
、
映
画
で
完
全
に
ス

ポ
イ
ル
さ
れ
て
い
る
の
は
、

考
え
方
の
違
い
で
同
和
地
区

内
住
民
が
事
業
か
ら
排
除
さ

れ
た
「
同
和
行
政
窓
口
一
本

化
」
の
批
判
で
あ
る
。
同
和

事
業
の
窓
口
一
本
化
は
地
区

住
民
を
分
断
・
対
立
さ
せ
、

解
放
運
動
を
分
裂
さ
せ
、
あ

げ
く
に
解
放
同
盟
や
同
和
会

だ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
部

落
・
同
和
タ
ブ
ー
を
感
じ
さ

せ
な
い
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
映
画

だ
が
、
上
映
時
間
２
０
５
分

は
、
途
中
休
憩
を
は
さ
ん
で

も
部
落
問
題
解
決
の
「
結
論

回
避
」
の
疲
れ
る
映
画
だ
。

総
じ
て
解
放
同
盟
の
「
差
別

血
筋
論
」と「
差
別
・
被
差
別
」

と
い
う
二
項
対
立
型
の
運
動

論
に「
ゆ
る
や
か
に
沿
っ
た
」

映
画
で
あ
る
と
指
摘
し
て

も
、間
違
い
で
は
な
か
ろ
う
。

の
幹
部
役
員
の
利
権
あ
さ
り

の
道
具
に
利
用
さ
れ
、
同
和

利
権
・
え
せ
同
和
団
体
を
増

幅
さ
せ
た
。

　

映
画
で
は
三
重
の
古
老
に

「
同
和
事
業
は
、
部
落
と
部

落
外
を
分
け
て
部
落
だ
け
を

改
善
し
、
地
域
に
分
断
を
も

ち
こ
ん
だ
。
昭
和
の
同
和
行

政
が
部
落
差
別
を
つ
く
っ

た
」
と
同
和
行
政
を
批
判
さ

せ
て
い
る
。
示
現
舎
の
宮
部

代
表
に
も
「
行
政
と
解
放
同

盟
は
同
じ
環
境
に
あ
る
地
域

グ
マ
を
見
直
さ
な
い
限
り
、

市
民
が
部
落
問
題
を
本
音
で

自
由
に
語
る
こ
と
は
不
可
能

部
落
差
別
を
「
語
ら
」
せ
、
問
題
解
決
の
現
状

や
「
新
し
い
差
別
意
識
」
の
ス
ル
ー
。
解
放
同

盟
の
許
容
範
囲
内
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
映
画
だ
。

悲
惨
さ
」
を
こ
と
さ
ら
に
強

調
し
、
部
落
の
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
増
幅
し
て
き
た
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

だ
ろ
う
。
強
面
の
解
放
運
動

が
つ
づ
く
限
り
、
同
和
タ
ブ

ー
は
な
く
な
ら
な
い
。
せ
め

て
「
確
認
・
糾
弾
会
」
の
マ

イ
ナ
ス
面
を
こ
の
映
画
で
指

摘
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

この動画は全国水平社創立以来の100周年をどのようにまとめるか、
チームで話し合い、アピール文を手がかりに作品化しました。運動に
関わっている人にフォーカスをあてインタビューとアニメで作ること
にしました。アニメキャラは運動に関わる人や場所を表すご当地キャ
ラにし、その地域の言葉を大事にしてせりふを作りました。説明を要
する箇所は、研究者が説明することとしてフクロウ先生のキャラを作
りました。この動画が「全国水平社創立100周年記念アピール」の背
景と内容の理解に役立つことを、作成チームの一同ねがっています。
　なお、この動画はホームページ上で公開するバージョンで、一人で
も多くの皆さんにアクセスしていただけることを期待しています。こ
のほかに私共の関係者が集会を開いて、参加者の皆さんに直接観てい
ただく少し長めのバージョンも作っています。こちらは、集会での公
表をご期待ください。� 2022年３月３日公開
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ス
ポ
イ
ル（
台
無
し
に
）さ
れ
た

部
落
問
題
解
決
の
現
状
と
国
民
融
合  �

『
部
落
地
名
総
鑑
』
を
誘
発
し
た

八
鹿
高
校
暴
力
糾
弾
事
件  �

示
現
舎
と
い
う
鬼
子
生
ん
だ

同
和
教
育
の
部
落
民
宣
言  �

　

こ
の
映
画
の
脚
本
で
一
番

大
事
な
視
点
が
欠
落
し
て
い

る
。
そ
れ
は
部
落
問
題
解
決

の
歴
史
的
経
過
で
あ
る
。
確

認
・
糾
弾
を
解
放
運
動
の
生

命
線
と
す
る
解
放
同
盟
の

「
負
の
遺
産
」
の
批
判
的
考

証
と
部
落
内
外
住
民
の
自
由

な
交
流
で
融
合
を
図
り
、
地

域
社
会
で
部
落
問
題
の
こ
だ

わ
り
を
解
消
し
、
解
決
す
る

と
す
る
国
民
融
合
の
紹
介
で

あ
ろ
う
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
る
１
９
９

３
年
の
総
務
省
の
最
後
の

「
全
国
同
和
地
区
生
活
実
態

調
査
」
と
各
自
治
体
の
調
査

デ
ー
タ
の
活
用
と
紹
介
は
必

須
だ
。
部
落
問
題
の
最
後
の

壁
と
言
わ
れ
る
結
婚
差
別

は
、
全
国
水
平
社
創
立
当
時

の
部
落
内
外
の
結
婚
率
は
３

　

満
若
監
督
の
現
在
の
部
落

問
題
の
捉
え
方
は
「
同
和
タ

ブ
ー
」
を
感
じ
さ
せ
な
い
自

然
体
で
あ
る
と
指
摘
し
た

が
、
解
放
同
盟
の
運
動
史
批

判
が
弱
い
。
忖
度
し
て
い
る

と
は
思
わ
な
い
が
、『
部
落

地
名
総
鑑
』
復
刻
版
出
版
事

件
を
批
判
す
る
な
ら
、
な
ぜ

『
部
落
地
名
総
鑑
』
が
出
版

さ
れ
た
の
か
と
い
う
背
景
に

も
メ
ス
を
入
れ
て
ほ
し
か
っ

た
。

　

こ
の
映
画
は
「
部
落
に
生

き
る
人
び
と
の
不
安
や
感
情

の
機
微
」
を
描
き
だ
す
と
し

て
い
る
が
、

解
放
運
動
の

「
負
の
面
」
に
は
触
れ
て
い

な
い
。
同
和
行
政
や
同
和
教

育
は
「
地
域
社
会
か
ら
独
立

・
隔
離
」
さ
れ
て
実
施
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
。
国
民
の

理
解
を
得
な
が
ら
同
和
行
政

を
す
す
め
住
環
境
や
教
育
な

ど
の
格
差
が
解
消
さ
れ
、
部

落
内
外
住
民
の
相
互
の
理
解

が
深
ま
る
こ
と
で
、「
部
落

差
別
」
の
不
当
性
が
社
会
か

ら
消
え
て
い
く
。
相
互
理
解

が
深
ま
れ
ば
「
部
落
に
生
き

る
人
び
と
の
不
安
や
マ
イ
ナ

ス
感
情
」
は
薄
ら
ぐ
。
逆
に

を
〝
こ
こ
が
部
落
〟
と
線
引

き
し
て
、
部
落
外
の
周
辺
地

域
を
事
業
か
ら
排
除
、
対
立

さ
せ
た
」
と
批
判
さ
せ
て
い

る
。

　

し
か
し
、
同
和
行
政
批
判

は
こ
こ
ま
で
。
乱
脈
不
公
正

な
同
和
行
政
の
元
凶
の
解
放

同
盟
「
窓
口
一
本
化
」
は
ス

ル
ー
、
公
正
・
民
主
・
公
開

の
開
か
れ
た
市
民
合
意
の
同

和
行
政
で
部
落
問
題
を
早
期

に
解
消
し
た
全
国
各
地
の
旧

同
和
地
区
と
関
係
住
民
た
ち

の
と
り
く
み
の
紹
介
は
「
意

図
的
に
」
に
排
除
さ
れ
て
い

る
。
部
落
問
題
解
決
に
と
っ

て
一
番
、
理
解
さ
れ
や
す
い

「
問
題
解
決
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」

が
紹
介
さ
れ
な
い
。

　

「
い
ま
だ
に
部
落
差
別
は

根
強
く
残
っ
て
い
る
」
と
す

る
こ
の
映
画
の
モ
チ
ー
フ
に

合
わ
な
い
か
ら
な
の
か
。
部

落
問
題
を
扱
う
意
図
は
、
な

ぜ
い
ま
だ
に
旧
身
分
の
尻
尾

を
引
き
ず
っ
た
社
会
問
題
と

し
て
の
差
別
問
題
が
存
在
し

て
い
る
の
か
、
な
ぜ
解
決
で

き
な
い
で
残
っ
て
い
る
の

か
。
そ
の
「
な
ぜ
か
」
と
い

う
疑
問
の
解
明
で
あ
る
と
思

う
。
部
落
問
題
の
解
決
の
結

論
は
出
さ
ず
に
、
鑑
賞
者
に

委
ね
る
こ
と
ま
で
は
否
定
し

な
い
が
、
解
決
済
み
の
処
方

箋
を
あ
え
て
紹
介
し
な
い
意

図
は
、

私
に
は
わ
か
ら
な

い
。
穿
ち
す
ぎ
だ
ろ
う
か
。

・
５
％
だ
っ
た
の
が
、
１
９

９
３
年
の
調
査
で
は
67
・
５

％
、
２
０
０
５
年
の
鳥
取
県

調
査
で
は
83
・
９
％
ま
で
広

が
っ
て
い
る
。
若
年
層
の
間

で
は
、

価
値
観
も
多
様
で

「
部
落
問
題
」
に
対
す
る
こ

だ
わ
り
は
薄
れ
て
い
る
。
９

割
前
後
の
結
婚
率
は
そ
の
現

れ
で
も
あ
る
。

　

映
画
で
は
、
差
別
を
意
識

す
る
こ
と
な
く
結
婚
し
た
ケ

ー
ス
も
紹
介
さ
れ
て
は
い
る

が
、「
部
落
の
出
自
」
を
し
っ

か
り
相
手
や
相
手
の
家
族
に

「
宣
言
」し
て
、
説
得
、
理
解

し
て
も
ら
っ
て
結
婚
す
る
こ

と
が「
正
統
」で
あ
り
、
逃
げ

た
り
さ
け
た
り
す
る
こ
と
を

後
ろ
め
た
い
ふ
う
に
描
く
場

面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。「
部

落
差
別
が
見
え
な
く
な
っ
て

い
る
」の
は
、部
落
問
題
を
封

印
し
た
り
、
さ
け
て
い
る
の

で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
社

会
的
な
取
り
組
み
の
結
果
、

日
常
生
活
の
場
で
差
別
が
う

す
ら
ぎ
解
消
し
て
い
る
か
ら

だ
。今
日
、部
落
問
題
は
そ
こ

ま
で
解
決
し
て
い
る
の
が
実

態
で
あ
る
。
こ
の
映
画
の
欠

点
は
、
部
落
問
題
解
決
の
現

状
分
析
が
ス
ポ
イ
ル
さ
れ
、

残
っ
た
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

「
部
落
民
以
外
は
差
別
者
」

と
す
る
排
外
主
義
的
な
解
放

運
動
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で

は
、

部
落
に
対
す
る
緊
張

感
、
忌
避
感
情
が
根
強
く
残

っ
て
い
る
。

　

『
部
落
地
名
総
鑑
』
は
１

９
７
５
年
に
発
刊
さ
れ
た
。

前
年
の
１
９
７
４
年
11
月
22

日
の
解
放
同
盟
に
よ
る
八
鹿

高
校
集
団
暴
力
事
件
が
出
版

の
動
機
に
な
っ
た
。
発
行
者

の
企
業
人
材
リ
サ
ー
チ
協
会

（
会
長　

楠　

政
一
）

は

「
八
鹿
高
校
問
題
の
よ
う
に

暴
力
事
件
・
リ
ン
チ
事
件
が

発
生
、
こ
れ
は
い
ち
高
校
の

問
題
で
は
な
く
、
企
業
で
も

起
こ
り
う
る
」と
し
て『
地
名

総
鑑
』
を
企
業
に
提
供
す
る

と
宣
伝
、
発
行
し
て
い
る
。

わ
か
っ
た
だ
け
で
も
２
４
０

社
が
購
入
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
『
地
名
総

鑑
』
事
件
の
元
凶
は
、
解
放

同
盟
の
解
放
教
育
と
暴
力
的

な
糾
弾
戦
術
と
い
う
部
落
排

外
主
義
的
な
解
放
運
動
で
あ

る
。「
糾
弾
は
解
放
運
動
の

生
命
線
」
と
い
う
運
動
の
ド

グ
マ
を
見
直
さ
な
い
限
り
、

市
民
が
部
落
問
題
を
本
音
で

自
由
に
語
る
こ
と
は
不
可
能

　

映
画
の
な
か
で
満
若
監
督

は
、『
部
落
地
名
総
鑑
』
復

刻
版
出
版
事
件
裁
判
で
解
放

同
盟
か
ら
訴
え
ら
れ
、
被
告

と
し
て
争
っ
て
い
る
示
現
舎

の
宮
部
代
表
に
、
同
和
行
政

と
解
放
運
動
を
批
判
さ
せ
て

い
る
の
は
意
味
深
長
で
あ

る
。

　

宮
部
代
表
は
「
小
学
校
の

同
和
教
育
で
子
ど
も
た
ち
に

〝
自
分
が
被
差
別
部
落
出

身
〟
と
部
落
民
宣
言
さ
せ
る

こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
た
。

結
婚
差
別
が
あ
る
と
い
わ
れ

る
の
は
同
和
事
業
や
解
放
同

盟
の
活
動
が
盛
ん
な
と
こ
ろ

ば
か
り
。
な
に
か
苦
言
を
呈

す
る
と
徒
党
を
組
ん
で
押
し

か
け
て
く
る
」

と
語
り
、

「
同
和
行
政
と
か
同
和
事
業

と
い
う
と
公
金
を
か
す
め
取

っ
て
い
る
よ
う
な
汚
い
イ
メ

ー
ジ
が
あ
る
」
と
ス
ト
レ
ー

ト
に
語
っ
て
い
る
。
同
和
行

政
を
一
律
に
悪
と
決
め
つ

け
、
格
差
解
消
の
効
用
を
否

定
す
る
誤
り
を
犯
し
て
い
る

が
、
彼
の
言
わ
ん
と
し
て
い

る
こ
と
は
窓
口
一
本
化
行
政

で
解
放
同
盟
が
同
和
事
業
を

独
占
、
利
権
を
あ
さ
っ
た
こ

と
へ
の
批
判
で
あ
る
。

　

宮
部
代
表
に
密
着
取
材

し
、
同
和
行
政
と
解
放
同
盟

批
判
を
代
理
さ
せ
た
満
若
監

督
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
は
こ
の

点
で
は
評
価
で
き
る
。
し
か

し
、
先
祖
が
元
士
族
で
身
元

調
査
は
当
然
と
い
う
60
代
の

女
性
に
「
差
別
は
、
や
っ
ぱ

り
血
で
し
ょ
う
」
と
語
ら
せ

て
い
る
こ
と
は
、
部
落
問
題

解
決
に
と
り
く
ん
で
い
る
立

場
か
ら
す
れ
ば
違
和
感
を
覚

え
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
の
一
方
で
、
中
学
校
の

放
課
後
の
学
習
会
の
シ
ー
ン

で
、

学
習
会
に
参
加
し
た

「
地
区
外
の
女
生
徒
」
が
、

部
落
の
友
人
か
ら
「
結
局
、

お
れ
ら
の
気
持
ち
が
わ
か
っ

て
も
ら
え
へ
ん
や
ん
」
と
詰

ら
れ
、

ひ
る
む
こ
と
な
く

「
わ
か
ら
ん
か
ら
（
勉
強
し

に
）
き
て
る
ん
ち
ゃ
う
の
。

じ
ゃ
あ
、
あ
ん
た
は
私
の
気

持
ち
わ
か
る
ん
か
、
言
っ
て

よ
」
と
反
問
す
る
場
面
を
紹

介
す
る
こ
と
で
、
若
い
世
代

に
、
も
う
部
落
へ
の
偏
見
が

な
い
こ
と
を
強
調
し
て
み
せ

て
い
る
。
こ
の
映
画
は
解
放

同
盟
の
「
許
容
範
囲
」
と
い

う
弱
点
は
あ
る
が
、
総
じ
て

見
る
人
々
に
現
在
の
部
落
差

別
に
つ
い
て
問
題
を
提
起
す

る
社
会
性
の
高
い
映
画
で
あ

る
。

だ
ろ
う
。
強
面
の
解
放
運
動

が
つ
づ
く
限
り
、
同
和
タ
ブ

ー
は
な
く
な
ら
な
い
。
せ
め

て
「
確
認
・
糾
弾
会
」
の
マ

イ
ナ
ス
面
を
こ
の
映
画
で
指

摘
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
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「部落」は今どうなっているのか
－地域に住む人たちからの聞き取り－

復刻 水平社運動の思い出

部落問題研究所刊　 127頁
� 1,000円（税込）

部落問題研究所刊　 383頁　2,200円（税込）

丹波 真理著

木村 京太郎著

　全国水平社創立100周年（2022年３

月）を迎えた今、部落問題はどこまで

解決したのか。愛知県・あま市の地域

に住む人からの詳細な聞き取りによっ

て、地域の人たちの生活の今を明らか

にする。

　本書は木村京太郎著『水平社運動の思い出(上)―悔いなき青

春』(一九六八年発行)、『水平社運動の思い出(下)―苦悩の半

生』(一九七三年発行)を復刻したものである。
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会計

1966年７月　�荊冠友の会結成に参加、常任世話人

1974年２月　�「部落解放運動の統一と刷新をはかる

有志連合」（「統一・刷新・有志連）結

成に参加

1975年９月　�国民融合をめざす部落問題全国会議結

成に参加、幹事
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